
【別紙様式３】【体力向上推進校実施報告書】

(1) 教科体育を通した体力つくりの取組
ア 児童生徒の体力・運動能力調査結果分析による実態把握
イ 学校における体力つくりを意識した年間指導計画の作成
ウ 体育授業での体力つくりの取組
(ア) 一校一運動（授業前のトレーニングメニュー）の充実
(イ) 基礎的な技能の定着への工夫
(ウ) 運動量を確保する工夫（授業の流れの設定や運動する場の工夫）
(エ) ＩＣＴ機器の活用

(2) 学校行事を通した取組
ア 第31回体育大会
イ ロードレース大会

(3) 家庭・地域と連携した体力つくりの取組
ア パートナーストレッチの取組
イ 家庭で取り組む「体力向上実践カード」の作成・活用

(1) 教科体育において，年間指導計画を更に見直し，１単位時間では，活動の場を工夫し，視聴覚機器
の活用の工夫をしながら，運動量の確保をする。

(2) 一校一運動（授業前トレーニング）の実践を踏まえ，一つ一つの動きのポイントを考えさせ取り組
ませる。

(3) 多くの生徒が運動に関われるよう学校行事や部活動の充実を図る。
(4) 運動の日常化につながるよう家庭・地域と連携した取組を図る。
(5) 運動への意欲の土台となる生活習慣の確立に向けた指導を工夫をする。

(1) 運動量の確保
１単位時間の流れの確立を行うことで，生徒が活動内容を理解し，指示を待たなくても活動するよ

うになった。
(2) 一校一運動の取組

体力・運動能力調査の分析を通して，体力の実態把握ができ，授業前トレーニングを実践すること
ができた。

(3) 見学者の減少
楽しく体育学習に取り組んでいる様子がうかがえ，学校行事への参加意識，授業への参加意識が大き
く向上した。
平成24年度１年次見学者数 ６月 30人 ７月 48人 ９月 27人 現２年生129名
平成25年度２年次見学者数 ６月 ５人 ７月 ７人 ９月 ３人 ３時間×４週×４クラス

(4) 家庭との連携
家庭で会話をしながら楽しく行うパートナーストレッチを推奨し，実践できた。取り組んだ家庭も

予想以上にあり，集まった感想からも必要性を強く感じることができた。

研究テーマ 南九州市立川辺中学校
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～運動への意欲を向上させる学校体育の充実及び 南九州市川辺町田部田３８８０番地
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１ 実施内容（計画，活動，対象，主な内容等）

２ 実施上で工夫したこと

３ 主な成果



一校一運動（授業前のトレーニングメニュー）の充実
授業前に行う一校一運動では，実施する領域に合わせて，動き

の基礎となるトレーニングメニューを取り入れた。授業で扱う領
域に応じて内容を工夫した。運動を行うことで高まる体力，技能
を明示し，運動を行う意図を明確にすることで，行動が早まり，
一生懸命取り組む様子が増え
てきた。

基礎的な技能の定着への工夫
各種目に必要な技能の習得を目指し，毎回の授業ドリルとして取り入れた。意欲的に取り組めるように，
時間内に成功したシュート数や，コートを往復するのに要した秒数を記録するなどの工夫をした。記録をと
ることで，その数値変化から生徒自身が課題を確認し，上達を実感することにつながった。バレーボールに
ついては，パスの回数を数え意欲の向上を図った。器械運動では，倒立を基礎として，補助倒立をする時間
を確保した。

運動量を確保する工夫
各領域の基礎・基本的技能について，１単位時間の流れの中で，毎時間繰り返し行うドリルを設定した。
流れを確立することにより，生徒が次に行う活動を理解し行動するようになった。体力向上には，体育授業
の運動量の確保は必要不可欠と考え，運動量の確保を課題として取り組んだ。ダンスの授業では，エクサ
サイズダンスを取り入れ，運動量を確保した。その結果，男女ともに積極的に動くようになった。この活
動が興味・関心を高め，休み時間に動きをまねして練習する姿や生活記録に「楽しみ」の言葉が増える等，
意欲の向上が図られた。

ＩＣＴ機器の活用
ビデオカメラ，タブレットなど，視聴覚機器を用い，必要な情報を

視覚的に捉え，生徒が自分の動きを確認できる環境を整え，主体的な
活動ができるように努めた。プレゼンテーショソフトを利用して，授
業の目標や，運動の行い方を明確に示した。フォーメーションの変化
や生徒の動きを説明するためにタブレットで画面を提示することで動
きをイメージしやすくなり，課題解決に向け積極的に活動する場面が
増えた。

学校行事を通した取組
これまで継続してきた体幹トレーニングやリズムに合わせたト
レーニングの発表として集団演技を披露した。楽しく動くこと
を目指し，男子は音楽を付けた体幹トレーニングを取り入れた
組体操を行い，女子はエクササイズダンスを取り入れたマスゲ
ームを発表した。動きがまだまだ小さい等の課題はあったが，
楽しそうに活動している姿が見られた。今後の運動への取組に
対する意欲向上が図られた。

パートナーストレッチの取組
柔軟性の向上と家族の交流を通しての日常化を意識し，親子のコミュニケーションを大事にしながら，心
身の変化に気付くことができるパートナーストレッチを実施した。

「体力向上実践カード」の作成
改善した「体力アップ大作戦」を作成し，夏休みの

課題とし配布した。生徒それぞれが自分の課題に合わ
せて，体力つくりメ
ニューを作成し，体
力向上に取り組ん
だ。

バスケットボールでのＩＣＴの活用

フォーメーションの動きをＩＣＴに

より説明しています。

組体操とエクササイズを組み合

わせた集団演技をしています。

７種類のラダートレーニングを

授業前に取り組んでいます。

体育大会 男子集団演技

夏季休業体力作り実践カード

夏休みに自分で考えたメニュー

に取り組めるよう，作成しました。

記入もしやすくなりました。

ラダートレーニングの様子

４ 実践の様子（写真，絵図等）


